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主な業績 
 

 深刻な農林業被害をもたらしているニホンジカの個体数調整が、全国的に緊急の課題
となっている。また、個体数調整に伴い多くの個体が捕獲されている現状において、捕
獲個体の資源的利用の促進が求められている。 
 そこで本研究では、法制度による一律規制とは異なり独自のシカ管理が実施可能な
「猟区」制度が、有効な個体数管理システムになり得るかを検討し、捕獲個体の安全安
心な資源利用法を提示した。具体的な成果は下記の通りである。 
 
●わが国最大規模の北海道西興部村猟区において、国内初となる膣挿入式電波発信器に
よる繁殖状態や、個体追跡の調査等によって、猟区の有効性と個体数調整上の限界を明
らかにした。管理を進める上ではより細分化した狩猟管理ユニットが必要となることを
提唱し、これを基本とした本猟区の管理計画作成に寄与した。 
●規制の厳しいヨーロッパで認められているシカの野外内臓摘出について、日本では科
学的根拠がないまま敬遠されてきた。そこで、内臓摘出を野外で行ったシカ肉と、従来
の屋内処理場で解体したシカ肉について、表面の一般生菌数等を拭き取り検査した。そ
の結果、両者に有意な差が無く、野外でも衛生的な処理が可能なことを初めて示した。 
●狩猟者の減少と高齢化が課題となっている。将来の野生動物管理の担い手確保のため、
全狩猟者の１％にも満たないものの、近年増加傾向にある女性狩猟者の活動を支援する
ための女性狩猟者ネットワークを設立し、野生鳥獣の食肉利用の普及や狩猟者の価値を
アピールした。 
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２ 業績の概要 

シカの個体数管理において、細分化された狩猟管理ユニットの有効性や捕獲個体の食
肉利用における適切な処理法を提示するとともに、狩猟ネットワークを組織し、実用
化に向けた活動を積極的に行っている点が高く評価された。 



近年ニホンジカは個体数と分布を拡大し、林業活動や森林の生物多様性に深刻な影響を与え
ているなか、単なる駆除ではなく、林産資源として利用しつつ個体数管理する体制の整備が
急務となっている。 

業績のイメージ 

背景 

成果 

 地域主体のニホンジカ資源管理に向けて 

どう管理するか 
-猟区制度の有効性- 

誰が管理するか 
-女性ネットワークの設立- 

どう利用するか 
-国際基準の衛生管理の導入- 

シカ肉の資源利用による個体数調整に貢献 
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Manage？ 
How Manage？ 

●野外でも適切な方法で処理すれば、解体処理場で処理した肉と
同程度の衛生基準をクリアできることを明らかにした 
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●日本に導入の際は、ヨーロッパで取り入れられている
「野獣肉検査資格者」のような資格制度も導入し、捕獲時
点からの肉の検査も実施すべきであることを提言した 

●女性狩猟者の狩猟環境を
整えるためのネットワーク
を設立した 

●「獲って食う」をテーマ
に活動中 
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増加中！ 

●複数のナイフや使い捨て手袋を使用した、
具体的な解体処理手順を示した 
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●全捕獲個体データ分析や膣挿入式電波発信器
等の使用により、日本最大規模の西興部村猟区
におけるシカ個体群の特徴を明らかにした 

●個体数調整のためには・・・ 

一般狩猟者はオスもメスも捕獲 

猟区管理者がメスを中心に捕獲し、       
個体数を調節 

●猟区を細分化し、ユニットごとに管理指針を作成
する必要性を提唱し、管理計画に反映された 

 捕獲が完全に管理可能で、正確な捕獲数が把握できる猟区制度の活用は、次世代型野生動
物管理として有効となり得る。 

 森林や農地を利用するシカを森林産物と見なし、活用を見越して収獲する「収獲管理」の
考えを取り入れることにより、その収益を地域に還元するシステムの構築が可能となる。 

 資格制度の導入により、肉の生産者としての捕獲者に衛生管理の知識と技術を与え、国際
基準に合致した安心安全なシカ肉の流通が可能となる。 
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